
30 周年記念講演会にて講演 

『津谷川浮野遺跡』とは？ 
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イベント情報等 

随時更新！ 

公式ホームページはコチラ！⇒ 
室根まちづくり協議会・室根市民センター 検 索 

室根
む ろ ね

町
ち ょ う

史談会
し だ ん か い

 
★室まち協会員団体の活動をご紹介 

    ～ Part.16 ～ 

団体情報  
  

【主な事業内容】 

 ●記念事業（記念式典・講演会、記念誌の発行など） 

  ●室根市民センター『文化史講座』への共催 

・古文書読み方教室 / 室根の神社仏閣を知ろう 

・視察移動研修 

 ・歴史講演会                 など 

室根町史談会は、平成３年４月に発足し、今年度 30 周年を迎えました。こ

れまで、室根市民センター（旧室根村公民館）と共催で、古文書読み方教室

や移動研修などを開催し、かつては、会員による研究発表も盛んに行われて

いました。室根地域の偉人や伝説について等の研究資料は、現在も地域の

歴史を知るうえで欠かせないものとなっています。 

昨年１１月には、30 周年記念式典並びに記念講演会が開催され、会の運

営に尽力された功労者への表彰と、盛岡大学名誉教授である熊谷常正先生

による『津谷川浮野遺跡』についての講演が行われました。 

また、現在は 30 周年記念紙の発行に向けて取り組んでいるそうです。 

 

←←詳しくは中をチェック ！ 

祝 創立 30 周年！ 

郷土の歴史、一緒に学びませんか？ むろね住民からの声 

空き家が増えているので不安です。 
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空き家バンク 

空き家を売りたい（貸したい）人と、買いたい（借りた

い）移住者を主に引き合わせるものです。「空き家バ

ンク登録住宅改修補助金」という制度もあります。 

※詳しくは『空き家バンク一関』で検索または、支所へ 

 

空家等解体工事資金利子補給補助金 

空き家等の所有者が、金融機関から借入して解体す

る場合に、借入金額の利子を市が支援する補助金で

す。申請書の提出が必要です。 

※詳しくは一関市のホームページをご覧ください。 

サイト内の記載場所：ホーム＞生活・環境＞空家など 

《 ↓ ↓ ↓  活 用 し よ う ！  ↓ ↓ ↓  》 

小地域ネットワークとは？ 

登米社会福祉協議会へ視察研修に！ ついに！三升漬け販売レシピ決定！ 

今月号ラインナップ 

＊『室根・熊野交流の会』へ入会！ 田辺市、新宮市とは？

▲H３年度歴史講演会 

 『葛西氏と室根の家臣たち』 

▶H３０年度 

『昭和の記憶』の発刊 

会員や地域の方が寄せ

た「昭和に過ごした思い

出」を 1 冊に。 

▼H29 年度移動研修 

『蓑
みの

虫
むし

山人
さんじん

の足跡を

訪ねて』一関博物館 

『史談会』というと、歴史的 

知識がないと入れないのでは･･･？ 

というイメージがありましたが、研修

や教室を通して、郷土の歴史につい  

てみんなで“学んでいける”場な 

んだなと感じました‼ 

▲R３年度 30 周年記念式典・講演会 

▮縄文時代中期～晩期の石器が出土！ 

・・・津谷川浮野遺跡からは、この地特有の石材である、青みが

かった色合いと白色の斑文をもつ、特徴的な石棒類が出土。 

実は、この石棒が更に細かく加工された状態で、新潟や北

海道などでも出土し、同時に出土されたものを見ると、儀礼具

や副葬品として使われていたと考えられるそうです。 

東北にある縄文遺跡の出土品を見ると、この石棒は、浮野

→藤沢→北上→･･･など、流通する過程で細部加工されていっ

た形跡が読み取れるそうで、当時浮野で大まかな形に切り出さ

れ、徐々に加工されながら流通していたのではないかと考えら

れるとのこと。 

縄文時代に「おらほ※１の石」が各地に流通していたのでは⁉

と聞くと、とてもワクワクしますね！ 

＊石棒は室根支所 1 階ロビーにも展示されています。         

※１ 方言「私たちの（住んでいる）方の」 



（まち協ニュース） 

 

 
 

  

   

 

 

 

  

  

 

  

  

   

 

 

 

 

 

      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

新年最初はこたつ会議！ 
２月に防災 Daycamp やります  

特産品開発プロジェクト 

三升漬け販売レシピ決定！！ 

Facebook 室愉会  ឲឳ឴ 

▮  
 

 

 
 
 

 
 

 

小地域ネットワークとは？ 

 登米社協へ研修に行ってきました！ 

 

 
 

 

 

 

Q．室根・熊野交流の会とは？ 
A．室根神社が紀州熊野の神様を勧請した歴史的繋がりにより、和歌山県田辺市・新宮市と

の交流を住民レベルでも進めるために発足した会です。物産交流からスタートし、今後

様々な交流に繋げる予定です。 

お知らせ 

 

 

 

 

  

大きくうねり打ち寄

せる波と、高くそび

え連なる山を表現。 

▮  

  
▮  

 
 

※新宮市ホームページより 

 

「一関市」の「い」。川と

森の色をイメージし、

豊かな自然を表現。 

  

▮  
▮  
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※一関市ホームページより 

R3 友好都市提携 

 
  

H30 姉妹都市提携 

 

※S58 旧室根村と旧本宮町で 

友好都市提携 

▮  
▮  
▮  
※田辺市ホームページより 

中央は「田」を表現。 

星座のごとく発展す 

ることを象徴。 

▲たなべぇ 

（田辺商工会

議所）※１ 

※武蔵坊弁

慶がモチーフ 

▲めはりさん 

（新宮市）※１ 

※めはりずし

がモチーフ 

※１ゆるキャラグランプリ公式サイトより引用 

◀みこシスターズ※１ 

（室根支所産業建設課） 
※室根神社特別大祭 

PR キャラクター 

▲様々な形に剥かれたミカン皮 
登米社会福祉協議会にて 

～今後のイベントを企画中～ 

 
 

 

～試食して最終レシピを相談中～ 
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